












































ぁゅ み ）
 業 界 の 動 き

にトラック述送事業の近代化業種指定l年延長を申し入れ

進委員会」を設樅
集団化第1号「高松輸送センタ ー 」が完成
組合による共同施設事業 、 共同輸送事業の実態調査結果を
参加の意向）
参加意向アンケ ー ト調査を開始
なる貨物自動車運送事業者相互lt\Jの鉄道および海述を利用
いについて」を通達
造改善事業への移行決定

社会の動き

3 .11 第ー銀行と日本勧業銀行合併調印
4. l 自動車産業の査本自由化実施
6.17 沖縄返遥協定調印
7. l 瑛檄庁発足
7 . 5 第4次佐藤内閣成立
8 .15 ニクソン大統領、 ドル防衛策を発表
8.28 円 、 対ドルレ ー トの変更相場制実施

10.25 中国 、 国連加盟

ー 脱サラプー ム ー

造改善計画の基本計画を承認、遥輸省に提出
中央推進本部」を設悩
会、近促法にもとづく業種指定期間の再度延長を決める
改正によりトラック連送事業（通運を除く）は指定業種と

会運輸部会で「トラック運送事業の近代化基本計画の一部
施計画」を決定 8 月 3 日告示
ラック輸送センタ ー 」が完成

1. 3 日米繊維協定調印
2. 2 横井庄ー氏グアム島から帰国
2 .  3 冬季札祝オリンピック
2 .19 連合赤軍浅間山荘事件
3 .26 高松塚古墳発見
5.15 沖縄復帰
6.11 列島改造論発表
7 . 7 田中角栄内閣成立
9.25 日中国交回復共同声明

12. 22 第2 次田中内閣成立

ー列烏改造プー ム ー

款」制度を告示
会の陸上貨物運送又はその取扱分科会でトラック迎送事業
化基本計画（案）」が決定される
創立 10 周年記念式典
遥送事業が近促法にもとづく構造改善の特定業種に指定さ

構造改善のための「中小企業近代化計画」が告示される
事業全体計画、初年度計画が遥輸大臣承認を受け5日告示

1.27 ベトナム和平協定調印
2 .28 外貨準備高史上最高
4.27 春闘史上初のゼネスト
4.30 米国ウォ ー タ ー ゲ ー ト事件
5. 1 資本自由化完全実施
7.25 査源エネルギ ー 庁発足

10. 6 第 4次中東戦争勃発
11. 6 政府、石袖緊急対策要網を決定
11.16 紙 、 洗剤等の買いだめパニック発生
U.23 ガソリンスタンドの日II祉 、 祝日休業
11. 24 政府、総需要抑制策へ転換
12. 22 政府石池危機で緊急事態宣言

ー第 1 次石袖ショック ー

係諸税のうち自動車重盛税および自動車取得税に初の営自 2 .  5 公取委、 石油元売 12 社の生産・価格力
ルテルに破梨勧告

卜（大阪） 3. 1 消費者物価指数急騰
本部事務局設似 3 .12 ルバング島から小野田少尉帰国
3トン車以上乗り入れ禁止 4 .11 春闘で史上空前のゼネスト
部」を設罹 6.26 国土庁発足
テム化事業推進要網」を採択、日貨物協連システム輸送 8. 9 ニクソン大統領辞任、フォ ー ド副大統領

が就任
の椛造改善事業全体計画初年度計画が運輸大臣承認を受け 8.30 三菱重エピル時限燥弾燦発

10. 8 佐藤栄作首相にノ ー ベル平和政
11. 26 田中首相「金脈問題」で辞任
12. 9 三木武夫内閣発足

一マイナス成長、狂乱物価、不況深刻化一
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ぁゅみ ）
 業 界 の 動 き

ス51年度規制告示
中小企業信用保険法に基づく「倒産関連事業業種」に指定

66. 5 %値上げ
送俯報ネットワ ー クシステム(JUST)の開発研究を迎
と共同で開始
ミナ 一 を開催
退職金共済会発足
運送に従事する自動車迎転時間に関する指琳基準を通達
トのため3 度目の緊急輸送命令を発動

社会の動き

2 .14 政府、 第1 次不況対策決定
3. 1 山賜新幹線（岡山一 膊多）営業開始

4.30 サイゴン陥落 、 南ベトナム無条件降伏
5 .1 7 日本女性登山隊エベレスト登頂に成功
7 .1 9 沖縄海洋t専耕J邸

1 1. 26 公労協、スト権ストに突入
12. 6 戦後最悪の倒産件数

一 賃金カット、 人べらし一

送(NST) トライアル開始
離税が実現
造改羞のための特別貸付制度」が創設される
の値上げ
興助成交付金」で通達

1. 6 平安神宮焼失
2. 2 五つ子誕生
2.4 ロッキ ード事件発党
6.25 新自由クラプ結成
7.27 田中角栄逮捕
9. 9 毛沢東死去
9 .15 第2次三木内閣成立

1 1. 2 米国大統領選でカー タ ー 候補が当選
1 2. 24 福田内閣成立

事業振興助成補助金」の交付決定を大阪府より受ける
理官制度」発足
よる騒音等の公害の防止対策について」通達
改事業終了以降「知識集約型構造改善事業」へ移行する方

代化セミナ ー 」を開催
済法公布

3.22 円が急脱279円70銭に
5. 2 領海12 カィリと200ヵィリi魚業水域成

立

5.27 独禁法改正案成立
6 .1 5 珠税庁 、 NOxの第3次規制発表
8. 7 有珠山大燦発

一円高ドル安 一

ける新免抑制」を通逹
送l胄報ネットワ ー クシステム(JUST)の試行実験開始
で省令を改正
を2ヵ年延長することを決定。延長終了後は総合型構改事
知識梨約型を併合したもの）移行を討議

2.21 構造不況法案閣議決定
5.20 新東京国際空港（成田）開港
7 .14 先進国首脳会訊（ボン）
7.22 東京外為市楊1ドル200円を割る
8 .12 日中平和友好条約調印

一 炎暑渇水 一
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年

昭和

54年

(1979) 

昭和

55年

(1980) 

昭和

56年

(1981) 

昭和

57年

(1982) 

30 年 の

大貨協連の動き 行政 ． 

2 .  大阪府中小企業団体中央会と中小企業倒産防止共済業務委 1 .  1 公取委、 遥賃一括申
託団体復託契約を締結 3.28 巡輸省、 構造改善計

3 .31 会員数103 協組 4.20 運輸省からの提案で、

4.25 機関誌「CO-OP」月2回発 行になる。 協組構成貝に送
付 6. 5 

5.24 第12回通常総会開催（兵即県、 宝塚グランドホテル） 11. 20 
6.25 輸送動向· 諸賽材購入価格アンケ ート調査IJf.J始 12. 7 
9.25 輸送動向· 諸脊材購入価格アンケ ート調査に品目別の翰送 12.27 

動向調査を加える
10.12 貝塚貨物述送 協紐、

一般倉廊業の許可を得て貝塚述輸倉庫
が完成

11. 14 講演会（最近の政治 ・ 経済について）

3.22 共同車即の説明会開催 I 1 .22 
3.31 会員数105協組
5 .12 業界におけるコンピュ ータ ー瑞入実態調査実施 4 .13 
6. 6 第13回通常総会開1紐（大分県、 杉乃井ホテル） 10. 
7. 7 西淀迎輸事業協組、公害防止事業団の査金郡入により集団 12. 1 

化施設完成
10. 1 日本自動車連盟(J AF)とロ ードサ ー ピス料金後払制度

契約締結
11. 29 日本カ ーフエリ ー

、 大洋フエリ ーと航送予約の取扱開始
12.17 関西ヨコハマタイヤよりタイヤの 一括購入(395本）

一クシステム」の共同
高速道路通行料金 25
全卜協、総合型構改
「貨物自動車連送事
「自動車運転者の労

運翰省、建設省、日
足

「南紀やすらぎ荘」
国税庁、「巡送にか
全卜協と日貨協 連の

2. 4 泉南陸巡事業 協組が倉廊業の許可を受ける l. 27 全卜協「標準送り状
3.31 会員数105協組 2 .  全卜協、 総合型構造
4.15 大阪中央トラック協組が大阪北トラック協組より分離設立 4. 1 NSTとJUSTを
6. 6 第14回通常総会（大阪、 阪急百貨店特別食堂） 4 .16 （財）貨物自動車迎
9 .11 カ ーフエリ ー航送述賃後払い制度の取り扱いについて、 査 6.25 総合型構造改善事業

材委員会にて検討 10. 1 行管庁のトラック行
9.25 広島グリ ーンフエリ ー

、 新日本海フエリ ー

、 四国開発フェ 12. 大阪他17都道府県の
リ ーと航送予約の取扱開始。日本カ ー ・ フエリ ー

、 大洋フ
エリ ー

、 広島グリ ーンフエリ ーと航送 運賃後払い制度の取
扱開始。

11. 6 事務主担者会訊（組合法の改正、 燃料価格動向、金利動向
大貨フエリ ー予約センタ ー、CO-OPの第3柚郵便物の
申請、総合構造改羞について）

2.23 事務主担者会訊（大貨フエリ ー予約センタ ー

、 高速道路別 3 .24 建設省関係、 許認可
納制度、 阪神高速通行回数券について） 4. 1 国鉄貨物 遥賃 6.3 % 

3 .31 会員数107協組 5 .12 高速道路通行料金
4.30 広島グリ ーンフエリ ー廃航のため取扱終了 7.22 総構改指祁対策室、

6. 1 品目別輸送動向、諸；資材購入価格調査の分析のためコンピ 11. 行管庁、 通運、 トラ
ュ ータ 一を利用

6. 6 第15回通常総会（大阪、 大阪コクサイホテル）
6.21 機関誌「CO-OP」 の第3種郵便物認可
7. 17 貨物自動車迎送事業所共同利用事業（アパ ー ト方式）、 保

証共済制度について理事会で検討
8.23 大阪高知特急フエリ ーと航送予約および航送巡買後払制度

の取扱開始
9. 8 貨物自動車遥送事業所共同利用事業（アパ ート方式）の説

明会
10. 13 第1回無線従事者資格取得購習会を開催、 現在も維続中
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30 年 の

年 大貨協連の動き 行政 ・

平成

3 年
(1991) 

2. 1 菅原城北大橋の通行券販売開始 1. 1 
3 .19 事務主担者会議（事務推進状況） 1 .27 
3 . 1 9 講演会（湾岸戦争と日本経済の今後） 4. 1 
3.31 会員数124協組 4. 1 
6 . 12 第24回通常総会（ホテルニュ ー オ ー タニ） 4. 1 
6.25 システムKIT説明会（大阪府トラック会館） 7. 1 
8 8

ミ／スプムKIT参加協同組合連絡会間催 10. 9 
9. 1 岡山プルー ハイウェイ回数通行券販売開始

1 0. 京阪神区分図発行
10. 9 ネットワ ー クKIT参加協同組合連絡会開 1位
10.18 講演会（内外の経済消勢と今後の見通しについて）
1 0.22 事務主担者会訊（事業椎進状況、構造改善事業の推移とポ

スト経営戦略型構造改善計画）

道路交通法 一 部改正
運行管理者試験実施
商法改正、最低査本
自動車損害賠依責任
大貨健保、診療所オ
自動車の保管場所の
システムKIT本格

平成

4 年
(1992) 

1 .  28 ネットワ ー クKIT参加協同組合連絡会、 近畿・山陰ブロ 6. 1 
ック圏内実 務担当者研修会 I 6. 3 

2. 13 組合決算・税務研修会
3. 2 事務主担者会訊（経済事業、教育情報事業） 6 . 1 5
3 . 2 講演会（税制問題等とトラック巡送業界、日貨協連会長・ 10. 1 

参議院議員加藤武徳氏） 1 0. 9 
3.31 会員数123協組 11. 2 
5.25 第25回通常総会（有馬グランドホテル）

11.17 大型後部反射器取扱開始
11. 1 7  JR新幹線工コノミ ー 切符販売開始
1 1. 1 7  日本高速通信と代理店契約
12. 7 事務主担者会議（経済事業、教育情報事業について）

車両の保安基準一 部
自動車から排出され
別措置法 公布（車種
道路審議会、今後の
中小企業流通業務効
全日本トラック協会、
システムKIT、シ

平成

5年
(1993) 

3. 8 システムKIT92およびリ ー ジョナルKITプロック 説 5.20 
明会 7. 

3 . 9 誂演会（日本経済の現状と今後） 9. 6 
3. 1 9  組合決算・税務研修会 9.27 
3.31 会貝数122協組 • 10. 7 
5.20 第26回通常総会（有馬グランドホテル） 11. 19 
7 .19 ネットワ ー クKIT参加協同組合連絡会
7.20 ネットワ ー クKIT事業地域版禅入説明会
8. 3 ネットワ ー クKIT事業大阪版説明会

1 0. 1 不ットワ ー クKIT事業大阪版運用開始
11. 16 事務主担者会議（ネットワ ー クKIT事業大阪版、融資制

度、構造改善関係 、 専門相談員制度の活用、経済事業）

大阪府トラック協会、
社会ニー ズ対応型構
首都高速道路の通行
阪神高速道路の通行
大阪府トラック協会
建設省、日本道路公

3 . 3 

3. 3 
3. 9 

平成
3.31 
4. 5 
4.20 

6年 4. 
5.26 

(1994) 7.24 
1 0. 4 

10. 28 

事務主担者会訊（ネットワ ー クKIT事業大阪版、融資iliiJ I 2. 3 
度、講演会の開催、専門相談貝制度の活用、経済事業）
講涼会（平成不況の脱出はいっか） I 4. 2 

組合決算・税務研修会
会員数124協組 4.26 

ネットワ ー クKIT事業大阪版説明会 \ 5. 9 
南海フエリ ー 取扱開始（和歌山～小松島） 5 .10 
京阪神区分図発行 5.24 
第27回通常総会（有馬グランドホテル） 1 1. 4 
島内俊男専務理事逝去 11. 10 

協同組合施設見学· 事務主担者会識（教育情報事業、経済
事業、社会ニー ズ対応型構造改善、 日本道路公団の料金改
定）

日本旅行心斎橋支店と提挑し旅行の紹介業務 開始

全日本トラック協会、
（日比谷公会堂）
関西国際空港へのア
空港自動車道）
日本道路公団通行料

阪神高速· 首都高速
改正道路交通法施行

日本道路公団の通行
全日本トラック協会、
建設省が、今後の有
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私
が
き
ょ
う
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た

い
の
は
、

い
ま
日
本
の
経
済
が
非
常
に

危
険
な
瀬
戸
際
に
来
て
い
る、

こ
う
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す。

こ
れ
か
ら
日

本
の
経
済
が
よ
く
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
が、

実
は
私、

昨
夜
こ
ち
ら
に

来
て、

こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
の
で

す
が、

新
大
阪
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
り

ま
し
た
。

運
転
手
が
私
に
「
景
気
は
い

つ
ご
ろ
か
ら
よ
く
な
る
の
で
し
ょ

う

ね、

も
う
不
景
気
で
不
景
気
で
た
ま
り

ま
せ
ん
わ、

わ
れ
わ
れ
の
収
入
が
ひ
と

こ
ろ
に
比
べ
て
四
割
も
減
っ
て
い
る
、

ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
わ
」

と
い
う
話

を
開
き
ま
し
た
。

景
気
は
い
っ
ご
ろ
か

ら
よ
く
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
す

が、
「
ま
ず
今
世
紀
一

杯
は
駄
目
だ
ろ

う」

と
い
っ
た
ら
が
つ
か
り
し
て
い
ま

し
た
。

つ
ま
り、

今
世
紀、

あ
と
二
、

三
年
は
駄
目
だ
ろ
う
と
私
は
答
え
た
の

で
す゚実

は
景
気
と
い
う
も
の
は、

わ
れ
わ

れ
の
需
要
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す。

そ
の
景
気
を
支
え
て
い
る

柱
の
一

本、
一

本
を
見
て
い
け
ば
自
ら

結
論
が
で
る
。

ま
ず
第
一

に
財
政
が
使

え
な
い
。

つ
ま
り
こ
れ
ま
で
は
公
共
事

業
で
支
え
て
い
た
の
で
す
が、

今
年
度

予
算
か
ら
日
本
の
財
政
が
緊
縮
財
政
に

大
転
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

橋
本
総
理

国
の
負
値、

債
務
の
大
半
は
国
俵
の

発
行
残
高
で
す
が
二
五
四
兆
円、

地
方

自
治
体
の
債
務、

大
半
は
地
方
債
の
発

行
残
高
で
す
が
一

四
六
兆
円、

そ
の
他

旧
国
鉄
の
残
し
た
債
務
が
二
八
兆
円、

さ
ら
に
国
有
林
野
の
特
別
会
計
の
債
務

な
ど
全
部
を
合
わ
せ
ま
す
と
五
一

0
兆

円
な
ん
で
す。

日
本
国
の
債
務、

国
民

に
対
し
て
負
う
債
務
五
一

0
兆
円
と
い

う
の
は、
一

年
間
の
日
本
の
G
D
P
国

財
政
構
造
改
革
が
始
ま
っ
た

は
財
政
改
革
か
ら
始
ま
つ
て
教
育
改
革

に
至
る
ま
で、

六
大
改
革
と
い
う
も
の

を
提
唱
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最

も
重
視
し
て
い
る
の
が
財
政
構
造
改
革 広瀬氏の記念講演

で
あ
り
ま
す。

橋
本
総
理
は
そ
の
た
め

財
政
梢
造
改
革
五
原
則
と
い
う
も
の
を

発
表
し
ま
し
た
。

細
か
い
こ
と
は
こ
こ

で
は
省
き
ま
す
が‘
―

つ
だ
け
申
し
上

げ
ま
す
と、

日
本
の
財
政
の
赤
字
は
世

界
で
最
悪
な
の
で
す
よ
。

そ
こ
で
二
〇

0
三
年
度
に
は
、

国
と
地
方
を
合
わ
せ

た
財
政
赤
字
の
割
合
を
国
内
総
生
産
G

D
P
の
三
〇
％
以
下
に
押
さ
え
て、

国

債
の
発
行
を
ゼ
ロ
に
す
る、

こ
う
い
う

目
標
を
示
し
た
の
で
す
ね
。

日
本
の
財

政
赤
字
の
比
率
は、

世
界
の
中
で
最
悪

な
の
で
す°

G
D
P
に
対
す
る
比
率
で

い
い
ま
す
と
五
・

八
％
で
す。

ア
メ
リ

カ
は
一
•

四
％、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
は

大
体
三
％
前
後
で、

日
本
の
赤
字
が
突

出
し
て
大
き
い
。

内
総
生
産
に
匹
敵
す
る
わ
け
で
す。

こ

れ
は
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と

て
も
返
せ
る
額
じ
ゃ
な
い
か
ら
パ
ー
に

す
る
、

こ
れ
で
き
れ
ば
結
構
で
す
が、

住
専
の
よ
う
に
棒
引
き
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

国
の
借
金
や
地
方
自
治
体

の
借
金
を
棒
引
き
し
た
ら
ど
う
な
る

か、

国
債
を
買
っ
て
持
っ
て
る
個
人
は

大
損
し
ま
す。
一

番
持
っ
て
る
の
は
銀

行
や
保
険
会
社
で
す。

棒
引
き
さ
れ
て

国
債
が
紙
切
れ
に
な
っ
た
ら
金
融
恐
慌

が
起
き
る
の
で
す。

銀
行
や
保
険
会
社

が
潰
れ
る
の
で
す。

だ
か
ら
苦
し
く
て

も
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か

も
毎
年、

毎
年
利
息
が
増
え
て
い
き
ま

す。

今
年
の
予
算
を
み
ま
す
と、

国
俵

の
利
息
の
支
払
い
だ
け
で、

お
よ
そ
十

七
兆
円
必
要
な
の
で
す。

過
去
に
発
行

し
た
国
債
の
利
子
の
支
払
い
が
一

年
で

十
七
兆
円
で
す
よ
。

社
会
保
障
が
十
四

兆
円
で
す。

医
療
費
が
か
か
る
と
か
な

ん
と
か
い
っ
た
っ
て
十
四
兆
円
で
す゚

十
七
兆
円
の
金
が
な
い
。

し
た
が
つ
て

ま
た
こ
れ
と
同
額
の
十
七
兆
円
の
国
債

を
発
行
し
て
ま
た
借
金
す
る
。

こ
れ
は

サ
ラ
金
地
獄
と
同
じ
で
す。

財
政
は
既

に
破
局
に
至
っ
て
い
る
の
で
す゚

一

番
怖
い
の
は、

ま
あ
い
い
や、

借

金
し
て
い
け
ば
い
い
と
い
う
考
え
は
一

部
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も

返
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
判

っ
て
き
た
ら、

国
債
を
買
っ
て
く
れ
る

人
は
一

人
も
い
な
く
な
る
の
で
す
よ
。

そ
し
た
ら
あ
る
日
突
然、

国
俵
価
格
が

大
暴
落
し
て
紙
切
れ
に
な
る
。

紙
切
れ

に
な
っ
た
時
は、

確
実
に
金
融
恐
慌
に

つ
な
が
つ
て
い
く。

全
国
の
銀
行
が
す

べ
て
破
綻
に
な
っ
た
ら、

わ
れ
わ
れ
の

財
産
は
全
部
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う。

こ

れ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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も
う―
つ
は 、

借
金
財
政
を
つ
づ
け

て
い
く
と
孫
子
の
代
に
借
金
を
残
す
の

だ
か
ら 、

世
代
間
の
不
公
平
を
招
く
の

で
す 。
い
ま
に
可
愛
い
い
孫
か
ら 、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

代
に
な
に
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
か 、

冗
談
じ
ゃ
な
い
で
す
よ」
と
叱
ら
れ
ま

す
よ
ね ゜

大
蔵
省
試
算
で
は 、
こ
の
ま
ま
国
債

政
策
を
続
け
て
い
き
ま
す
と 、

税
負
担

と
社
会
保
障
負
担
を
加
え
た
国
民
負
担

率
が
二
O-
0
年
で
五
〇
％
を
超
又
る
ん

で
す
よ 、
二
0
二
五
年
に
は
七
三
％
に
達

実
は
今
年
度
予
算
か
ら
財
政
運
営
が

緊
縮
財
政
に
転
換
さ
れ
ま
し
て
ね 、
一

般
会
計
で
計
上
さ
れ
た
公
共
事
業
喪
は

伸
び
率
が
実
質
ゼ
ロ
で
す 。
財
政
投
融

資
計
画 、
こ
れ
は
財
源
が
郵
便
貯
金
と

か 、

簡
易
保
険
と
か 、

国
民
年
金 、

厚

生
年
金
の
積
立
て
た
金
を
大
蔵
省
が一

元
的
に
運
用
し
て
い
る
の
で
す
が 、
財

政
投
融
資
が
前
年
度
比
三
％
減 、

戦
後

初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
の
で
す ゜

そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
と
い
い
ま
す

と 、

全
国
的
に
公
共
事
業
が
ぐ
ー

ん
と

減
っ
て
き
ま
し
た 。
今
年
の
上
半
期
の

発
注
実
績
が
建
設
省
か
ら
明
ら
か
に
さ

す
る
の
で
す 。
こ
れ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
生

活
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
う 、

国
民
生
活

は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う 。
だ
か
ら
ど
う

し
て
も
頭
を
切
り
換
え
て
緊
縮
財
政
に

転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 、
と
い
う

こ
と
で
橋
本
総
理
も
財
政
構
造
改
革
と

い
う
も
の
が
始
ま
っ
た
の
で
す 。
こ
れ

は
皆
さ
ん
お
判
り
と
思
い
ま
す
が 、

例

え
ば
O
D
A 、

外
国
に
援
助
す
る
と
か 、

借
款
を
あ
げ
る
と
か 、
政
府
開
発
援
助

は
来
年
度
は
一
〇
％
削
減
す
る 、
公
共

事
業
費
は
七
％
削
減
す
る
と
か 、

具
体

的
な
数
値
目
標
が
決
ま
っ
た
の
で
す ゜

れ
ま
し
た
が 、

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
一

0・
九
％ 。
だ
い
た
い
一
割
強
減
っ
て

き
て
い
る 。
皆
さ
ん
は
ご
商
売
柄 、

う

す
う
す
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

が 、
公
共
事
業
が
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て

も 、
ぐ
ー

ん
と
減
っ
て
き
て
い
る 。

建
設
業
の
方
は
物
凄
い
不
況
で
す

よ 、

私
は
先
日 、

北
海
道
の
帯
広
に
講

演
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が 、

私
を

案
内
し
て
く
れ
た
人
が
い
っ
て
い
ま
し

た 。
帯
広
あ
た
り
で
町
の
体
育
館
を
つ

く
る 、
こ
う
い
う
工
事
を
発
注
し
ま
す

と 、

東
京
の
大
手
の
大
林
組
と
か 、

鹿

島
建
設
と
か 、

清
水
建
設
と
か
が
皆
出

公
共
事
業
削
減
で
深
刻
な
建
設
業

て
く
る 。
昔
は一
件
十
億
円
以
下
の
小

さ
な
工
事
に
つ
い
て
は 、

大
手
は
見
向

き
も
し
な
か
っ
た 。
今
大
手
が
皆
出
て

く
る 。
入
札
を
し
て
み
る
と 、

大
手
ゼ

ネ
コ
ン
の
方
が
資
材
の
調
達
コ
ス
ト

が

安
い
も
の
で
す
か
ら
皆
大
手
に
取
ら
れ

て
し
ま
う 。
道
内
の
中
小
土
建
業
者
は

皆
干
上
が
つ
て
い
ま
す 。
こ
う
い
う
話

で
す 。
こ
れ
は
全
国
的
に
そ
う
で
す 。

こ
の
間 、

群
馬
県
の
高
崎
で
聞
い
た
話

で
す
が 、
パ
チ
ン
コ
屋
の
建
築
に
大
手

が一
斉
に
来
た
と
い
う
の
で
す 。
パ
チ

ン
コ
店
と
い
う
の
は 、

規
模
的
に
何
百

億
と
い
う
投
資
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま

す 。
せ
い
ぜ
い
何
億
と
い
う
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
が 、

そ
う
い
う
仕
事
で
も
大

手
が
出
て
く
る 。
そ
れ
は
仕
事
が
減
っ

て
き
て
い
る
か
ら
で
す ゜

と
こ
ろ
が
仕
事
が
減
る
の
は
来
年
度

か
ら
が
本
番
で
す 。
来
年
度
予
算
に
計

上
の
公
共
事
業
黄
は
七
％
さ
ら
に
削
減

さ
れ
ま
す 。
七
五
三
と
い
う
こ
と
で 、

来
年
度
は
七
％
削
減
す
る 、

そ
の
次
の

九
九
年
度
は
五
％
削
減
す
る 、
二
o
o

0
年
は
三
％
削
減
す
る 、
三
年
間
で
さ

ら
に一
五
％
落
と
す
の
で
す 。
こ
の
直

撃
を
受
け
る
の
は
建
設
業
界
で
す
が 、

し
か
し 、

影
響
を
受
け
る
の
は
そ
の
関

連
業
界 、

鉄
鋼
だ
っ
て 、
セ
メ
ン
ト

だ

っ
て 、

建
材
だ
っ
て
皆
影
響
を
受
け
ま

す
よ 。
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
方
も
若
干
の

影
評
を
免
れ
な
い 。
秩
父
小
野
田
セ
メ

ン
ト
と
日
本
セ
メ
ン
ト

が
な
ぜ
合
併
す

る
か 、

そ
う
い
う
公
共
投
資
の
先
細
り

を
見
据
え
て 、

既
に
企
業
防
衛
を
始
め

て
い
る
の
で
す ゜

直
接
影
聾
を
受
け
る
建
設
業
界
は
今

全
国
で
五
十
六
万
社
あ
る
の
で
す 。
た

ば
こ
屋
さ
ん
の
数
と
同
じ
な
ん
で
す ゜

多
す
ぎ
る
ん
で
す
よ 。
皆
さ
ん
方
の
数

も
多
す
ぎ
る
ん
で
す 。
だ
か
ら
過
当
競

争
が
大
変
な
ん
で
す 。
建
設
業
界
は
凄

い
で
す
よ 、
こ
れ
を
受
注
し
た
ら
間
違

い
な
く
赤
字
に
な
る
と
い
う
の
が
あ
る

ん
で
す
よ 、
だ
け
ど
そ
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
い
た
ら
も
た
な
い 。

銀
行
自
体 、

足
元
に
火
が
つ
い
て
い

る 、
す
べ
て
の
融
資
先
を
助
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い 。
業
績
の
悪
い
と
こ
ろ

は
ど
ん
ど
ん
切
っ
て
い
く 。
だ
か
ら
ゼ

ネ
コ
ン
倒
産
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
東
証一
部
上
場
会
社
が
ど
ん
ど
ん
潰

れ
ち
ゃ
う
と
い
う
怖
い
こ
と
に
な
っ
て

き
た 。
建
設
業
界
で
働
い
て
い
る
人
は

今
五
百
八
十
万
人
お
り
ま
す
が 、

建
設

業
界
の
方
が
い
っ
て
ま
す 、
一
両
年
の

間
に
七
十
万
人
ぐ
ら
い
の
失
業
者
が
出

る
だ
ろ
う
と 。
結
局
仕
事
が
減
っ
ち
ゃ

っ
て
儲
け
が
出
な
い 。
ゼ
ネ
コ
ン
の
株

価
を
見
た
ら
わ
か
り
ま
す
よ 。

百
円
以
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昭
和
四
年
埼
玉
県
生
ま
れ 。

一

橋
大
学
卒
業 。

昭
和
二
十
六

年
N
H
k
に
入
社 。

経
済
記
者 、

政
治
部
副
部
長 。

経
済
部
長
な
ど

を
経
て
昭
和
四
十
一

年
解
説
委
員

と
な
り 、

十
六
年
に
わ
た
り
N
H

K
解
説
委
員
を
勤
め 、

解
説
主
幹

を
最
後
に 、

昭
和
五
十
七
年
十
月

N
H
K
を
退
職 、

経
済
評
論
家
と

し
て
独
立 。

現
在
は
公
共
経
済
調

査
会
理
事
長 ゜

た
ば
こ
事
業
等
審
艤
会
委
員 、

税
制
調
査
会
特
別
委
員
な
ど
多
く

の
公
職
を
勤
め 、

現
在
も
資
金
運

用
審
議
会
専
門
委
員
な
ど 、

政
府

の
政
策
決
定
に
幅
広
く
関
与
し
て

い
る 。主

な
著
書
は
「
東
欧
の
新
し
い

波」
「

廣
瀬
嘉
夫
の
活
き
た
経
済
読

本」
「一
ド
ル
一
0
0
円
の
大
予
兆」

「
民
富
論」
「

ど
う
し
た
日
本
ど
う

な
る
暮
ら
し」

廣
瀬
嘉
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ

ル

下
の
会
社
が
あ
る 。

銀
行
か
ら
は
人
件

費
を
削
れ 、

徹
底
し
た
リ
ス
ト
ラ
を
や

れ
と
厳
命
が
下
っ
て
い
る 。

成
果
が
な

け
れ
ば
手
を
引
く
よ
と
念
を
押
さ
れ
て

い
る 。

皆
泣
く
よ
う
な
思
い
で
合
理
化

を
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も 、

そ
う
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん 。

建
設
業
界
に
は

第一
に
緊
縮
財
政
に
よ
る
景
気
支
持

率
の
低
下 、

二
番
目
は
住
宅
建
築
の
落

ち
込
み
で
あ
り
ま
す 。

新
設
住
宅
の
着

工
統
計
を
見
ま
す
と 、

八
ヵ
月
連
続
し

て
前
年
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る 、

特

に
こ
こ
数
ヵ
月
の
落
ち
込
み
は
異
常
で

す
ね 、

七
月
の
落
ち
込
み
は
一

年
前
に

比
ベ
マ
イ
ナ
ス
ニ
七
・

八
％ 、

八
月
は

マ
イ
ナ
ス
一
七
•

五
％
と
ニ
ケ
タ
の
落

ち
込
み 。

な
か
で
も
な
に
が
落
ち
込
ん

で
い
る
か
と
い
う
と 、

サ
ラ
リ
ー

マ
ン

な
ど
の
マ
イ
ホ
ー

ム
の
持
ち
家
こ
れ
が

落
ち
込
ん
で
い
る 、

八
月
の
統
計
で
は

マ
イ
ナ
ス
三
一
・

九
％
で
す 。

お
か
し

い
で
し
ょ
う 。

こ
れ
ほ
ど
金
利
が
下
が

っ
た 、

今
金
を
借
り
た
ら
住
宅
ロ
ー
ン

が
た
だ
み
た
い
な
も
ん
で
す 。

本
当
な

ら
こ
う
い
う
時
に
金
を
借
り
て
住
宅
を

つ
く
っ
た
方
が
い
い
の
に
逆
に
三
一
・

九
％
も
落
ち
込
ん
で
い
る 。

ど
う
し
て 、

要
す
る
に
も
う
ロ
ー
ン
を
借
り
た
っ
て

返
せ
な
い 、

所
得
環
境
が
そ
れ
ほ
ど
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す 。

昨
年
度
の
新
築
住
宅
は
百
六
十
三

万
戸 。

今
年
度
は
よ
く
て
百
三
十
万
戸

ど
ま
り
で
す 。

三
十
五
万
ー

三
十
六
万

戸
減
り
ま
す
よ 。

こ
れ
は
建
設
省
も
民

間
の
住
宅
メ
ー

カ
ー
も
一
致
し
た
見
方

で
す 。

消
費
税
が
上
が
っ
た
と
い
う
だ

け
じ
ゃ
な
い 。

住
宅
産
業
と
い
う
の
は
裾
野
が
広
い

の
で
す 。

新
築
住
宅
が
で
き
ま
す
と 、

電
気
製
品
も
必
要
に
な
り
ま
し
ょ
う 、

絨
緞
も
必
要
に
な
り
ま
し
ょ
う 、

家
具

も
必
要
に
な
り
ま
し
ょ
う 。

物
の
需
要

を
呼
び
起
こ
す
の
で
す 。

容
れ
も
の
が

三
十
五
万
ー

三
十
六
万
戸
も
落
ち
込
む

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
ら
冷
蔵
廊

も
掃
除
機
も
売
れ
な
い 。

住
宅
産
業
は

裾
野
が
広
い
だ
け
に 、

景
気
に
対
す
る

影
響
が
大
き
い
で
す 。

も
う
消
費
が
い

つ
回
復
す
る
か
全
く
メ
ド

が
立
ち
ま
せ

ん 。

公
共
事
業
は
先
細
り
で
あ
る 。

住

宅
は
落
ち
込
ん
で
し
ま
つ
て
全
く
回
復

の
メ
ド

が
立
た
な
い 。

物
凄
い
減
税
で
も
す
れ
ば
別
で
す

住
宅
建
築
も
異
常
な
落
ち
込
み

警
戒
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
が 、

来
年
に
な
っ
た
ら
空
製
警
報
が
発
令
さ

れ
る
と
い
っ
て
る
わ
け
で
す ゜

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
不
景
気
に
な
っ

た
ら
財
政
出
動
し
て
景
気
浮
上
を
図
る

と
い
う
手
法
は
使
え
な
い 。

こ
れ
か
ら

景
気
は
さ
ら
に
悪
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す ゜

が 、

自
民
党
の
山
崎
政
調
会
長
が
明
確

に
い
っ
て
い
る
ん
で
す 。
「
赤
字
国
債
を

発
行
し
て
ま
で
所
得
減
税
は
で
き
な
い」

こ
れ
は
大
蔵
省
の
基
本
的
立
場
で
す 。

私

は
実
は
減
税
は
政
府
が
や
ろ
う
と
思
え

ば
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す 。

財
源
も

な
い
の
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
と 、

予

算
の
組
み
変
え
を
や
る
ん
で
す
よ 。
い

っ
ち
ゃ
な
ん
で
す
が 、
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ

ン
ド

対
策
費
な
ん
て
六
兆
百
億
円
ば
ら

ま
い
て
も
日
本
の
農
家
の
競
争
力
な
ん

て
全
然
つ
か
な
い
で
す
よ 。

あ
あ
い
う

金
を
減
税
に
回
し
た
ら
国
民
経
済
的
に

は
も
っ
と
効
果
的
だ 。

し
か
し
今
の
自

民
党
に
は
そ
う
し
た
決
断
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
ね 。

だ
か
ら
所
得
税
減
税
は

や
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が 、

財
源

難
で
で
き
ま
せ
ん 。

恐
ら
く
今
年
は
期

待
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

ま
す 。

目
下
の
と
こ
ろ
住
宅
投
資
は 、

こ
の
先
回
復
す
る
メ
ド

が
立
た
な
い 、

こ
れ
が
第
二
番
の
理
由
で
あ
り
ま
す ゜

三
番
目
の
理
由
は
個
人
消
費
の
停
滞

で
あ
り
ま
す 。

皆
さ
ん
お
判
り
の
よ
う

に 、

乗
用
車
の
売
れ
行
き
を
例
に
と
り

ま
し
て
も
六
ヵ
月
マ
イ
ナ
ス 、

今
年
上

半
期
四
ー

九
月
期
は
昨
年
同
期
比
マ
イ

ナ
ス
九
・

三
％
に
な
っ
て
い
ま
す 。

あ

る
い
は
全
国
の
デ
パ
ー
ト

や
ス
ー

パ
ー

の
売
れ
行
き
を
み
ま
し
て
も 、

ず
つ
と
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長
期
化
す
る
個
人
消
費
の
停
滞

所
得
減
少
な
ど
四
つ
の
理
由

落
ち
込
ん
で
き
て
い
る。

だ
か
ら
ヤ
オ

ハ
ン
の
よ
う
に
倒
産
す
る
業
者
も
で
て

き
て
い
る。

も
ち
ろ
ん
個
人
消
費
が
落

ち
込
ん
で
き
て
い
る。

売
れ
て
る
商
品

も
多
少
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も、

携
帯

電
話
な
ん
か
も
普
及
率
が
三
三
％
で
ア

メ
リ
カ
を
超
え
て
い
る。

パ
ソ
コ
ン
や

ワ
ー
プ
ロ
も
だ
い
た
い
行
き
っ
く
と
こ

ろ
ま
で
い
っ
て
し
ま
っ
た。

と
い
う
こ

私
は
こ
の
消
費
の
停
滞
は、

か
な
り

長
期
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す。

な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と、

四
つ
の
理
由
が
ご
ざ
い
ま
す゚

①
消
費
税
の
増
税
と
所
得
税
の
特
別

減
税
の
打
ち
切
り、

九
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
医
療
費
の
本
人
負
担
の
引

き
上
げ
に
よ
っ
て、

実
質
九
兆
円
の
増

税
に
な
っ
て
お
り
ま
す。

国
民
負
担
が

九
兆
円
加
算
さ
れ
て
い
る、

で
す
か
ら

九
兆
円
分
の
購
買
力
が
削
が
れ
て
い
る．

と
い
う
こ
と
で
す。

四
月
か
ら
消
費
税

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で、

上
が
る
前

に
買
っ
て
お
こ
う
と
い
う
駆
け
込
み
が

で
た
ん
で
す
が、

経
済
企
画
庁
は
二
兆

円
と
い
っ
て
い
ま
す
が、

私
の
計
算
で

は
三
兆
円
を
上
回
っ
て
い
ま
す。

駆
け

と
で、

い
つ
の
時
代
で
も、

時
代
を
リ

ー
ド
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
商
品
と
い
う

の
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も、

今
不
幸

な
こ
と
に
こ
れ
が
種
切
れ
に
な
っ
た
。

そ
し
て
私
ど
も
の
身
の
回
り
を
見
ま
し

て
も、

ま
ぁ
ぜ
い
た
く
を
い
わ
な
け
れ

ば、

着
る
も
の
で
も
な
ん
で
も
今
す
ぐ

買
わ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
状
態
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
ね゚

込
み
需
要
と
い
う
の
は、

将
来
の
需
要

を
先
取
り
す
る
わ
け
で
す
か
ら
そ
の
反

動
が
で
た
の
は
当
然
で
す。

消
費
税
が

五
％
か
ら
元
の
三
％
に
戻
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
国
民
負
担
が
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
す゚

②
わ
れ
わ
れ
の
所
得
の
伸
び
が
完
全

に
止
ま
つ
て、

か
つ
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
す
よ。

労
働
省
の
勤

労
統
計
と
い
う
公
式
統
計
を
み
ま
す
と

全
国
す
べ
て
の
会
社、

企
業
が
支
払
っ

て
い
る
給
与
の
総
額
が
一

年
前
に
比
べ

て
名
目
で
マ
イ
ナ
ス
0
•

四
％
で
す゚

消
質
者
物
価
が
ニ
・
一

％
上
が
つ
て
い

る
の
だ
か
ら
実
質
で
い
い
ま
す
と
ニ
・

五
％
目
減
り
し
て
い
る
わ
け
で
す。

こ

れ
が
家
計
支
出
に
正
逍
に
投
影
さ
れ
て

い
ま
す。

全
国
全
世
帯
の
実
質
家
計
消

費
支
出
は、

八
月
で
一

年
前
に
比
べ
て

マ
イ
ナ
ス
O
·

lf:l
％
で
す。

だ
か
ら
所

得
が
増
え
て
い
れ
ば
消
費
が
回
復
す
る

の
で
す
が、

所
得
が
減
っ
て
い
る
の
で

す。

皆
さ
ん
消
費
を
絞
っ
て
い
る、

正

直
な
も
の
で
す。

こ
の
所
得
環
境
と
い

う
の
は、

こ
れ
か
ら
も
持
続
し
ま
す゚

こ
の
先、

月
給
が
ど
ん
ど
ん
上
が
る、

ボ
ー
ナ
ス
が
昔
の
よ
う
に
上
が
る
か
と

い
う
と
上
が
り
ま
せ
ん。

先
に
住
宅
ロ

ー
ン
が
下
が
つ
て
い
る
の
に
借
り
手
が

な
い
、

マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
設
が
三
一

％

も
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
っ
た
原
因
は

こ
こ
で
す゚

日
本
の
教
育
水
準
は
高
い
。

ほ
と
ん

ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
自
分
の
会
社
が

今
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
か
よ
く
知
っ
て

ま
す。

だ
か
ら
非
常
に
防
衛
的
に
な
っ

て
い
ま
す。

本
来
な
ら
こ
ん
な
低
金
利

の
時
に
貯
金
を
し
た
っ
て
し
ょ
う
が
な

い
じ
ゃ
な
い
か、

バ
カ
バ
カ
し
い
か
ら

使
っ
ち
ゃ
お
う
と、

超
低
金
利
時
代
の

下
で
は
一

般
論
で
い
え
ば
消
費
性
向
は

高
ま
る
は
ず
な
ん
で
す。

と
こ
ろ
が
逆

な
ん
で
す。

皆
や
っ
ば
り
将
来
が
不
安

だ
か
ら
目
の
前
の
消
費
を
引
き
締
め
て

い
る
ん
で
す。

全
国
民
が
防
衛
的
に
な

っ
て
い
る。

こ
れ
じ
ゃ
一

向
に
消
費
は

回
復
し
ま
せ
ん。

③
三
番
目
の
理
由
は、

日
銀
は
否
定

し
ま
し
た
が、

超
低
金
利
政
策
の
副
作

用
が
で
て
い
ま
す。

銀
行
で
百
万
円
の

ス
ー
パ
ー
定
期
を
し
た
っ
て、

利
子
所

得
は
手
取
り
二
千
円、

O
．

二
％
で
す。

一

千
万
円
預
け
て
二
万
円
で
す。

金
持

ち
の
お
ば
あ
さ
ん
が
銀
行
で
「
こ
ん
な

は
ず
は
な
い
、

昔
は
も
っ
と
た
＜
さ
ん

利
息
が
あ
っ
た、

間
違
い
じ
ゃ
な
い
か、

計
算
し
直
せ
」

と
窓
口
で
い
っ
て
い
<

ら
説
明
し
て
も
お
ば
あ
さ
ん
が
納
得
し

な
い
で
困
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

す。

そ
れ
は
そ
う
で
す
よ、

こ
ん
な
国

は
世
界
に
な
い
、
一

千
万
円
預
金
し
て

一

年
間
の
利
息
が
二
万
円
な
ん
て。

東

京
で
は
冗
談
で、

銀
行
へ
行
く
と
き
タ

ク
シ
ー
に
乗
る
な
と
い
う
ぐ
ら
い
、

タ

ク
シ
ー
の
料
金
の
方
が
銀
行
利
子
よ
り

高
い
、

歩
い
て
行
け
と
い
う。

こ
の
超
低
金
利
政
策
に
よ
る
わ
れ
わ

れ
の
利
子
所
得、

純
財
産
所
得
が
五
兆

円
も
減
っ
て
い
る
の
で
す。

本
来
わ
れ

わ
れ
の
懐
に
入
る
べ
き
利
息
が
銀
行
の

業
務
純
益
に
化
け
ち
ゃ
っ
て、

そ
れ
が

不
良
債
権
の
消
却
に
回
っ
て
い
る、

バ

カ
バ
カ
し
い
話
で
す。

だ
け
ど
超
低
金

利
政
策
は
転
換
で
き
な
い
で
す。
一

昨

年
の
九
月
か
ら
で
す
か
ら
も
う
二
年
以

上
経
っ
て
い
ま
す。

こ
れ
は
緊
急
避
難

と
し
て
や
っ
た。

日
銀
と
し
て
は、

出
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来
れ
ば
早
く
金
利
を
上
げ
た
い
の
で

す。

し
か
し
日
本
経
済
が
現
実
に
失
速

寸
前
と
い
う
状
況、

年
率
―
―
・

ニ
％

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
中
で、

金
利

引
き
上
げ
な
ど
で
き
っ
こ
な
い
。

今
金

利
を
上
げ
た
ら
株
価
は
大
暴
落
す
る
で

し
ょ
う
し、

い
よ
い
よ
も
っ
て
中
小
企

業
な
ん
か
は
参
っ
ち
ゃ
う
の
で
す。

こ

の
影
響
は
相
当
な
も
の
で
す゚

依
然
と
し
て
利
子
所
得
は
増
え
ま
せ

ん
ね。

こ
れ
が
老
人
世
帯
の
消
賀
を
物

凄
く
直
撃
し
て
い
ま
す。

白
洋
舎
の
人

に
聞
い
た
ら、

老
人
世
帯
の
洗
た
く
物

が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま

す。

や
っ
ば
り
金
利
収
入
が
落
ち
て
い

る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
直
接
き
い

て
い
ま
す゚

④
四
番
目
の
理
由
は、

日
本
人
が
外

国
へ
遊
び
に
行
き
す
ぎ
る
ん
で
す。

そ

の
結
果
な
に
が
起
こ
る
か
と
い
い
ま
す

と、

個
人
消
費
の
海
外
流
出
と
い
う
大

問
題
が
起
こ
る
の
で
す。

総
理
府
の
発

表
で
は、

昨
年
日
本
か
ら
外
国
へ

行
っ

た
人
は
千
六
百
七
十
万
人、

九
〇
％
が

観
光
旅
行
で
す。

昔
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

ば
っ
か
り
だ
っ
た
が、

も
う
外
国
へ

行

＜
こ
と
は
な
い
で
す
ね、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
時
代
だ、

技
術
革
新
に
よ
っ
て、

情
報
革
命
に
よ
っ
て、

瞬
時
に
し
て
世

界
は
繋
が
つ
て
い
く、

い
ち
い
ち
商
取

引
で
外
国
へ

行
く
必
要
が
全
く
な
い
。

今
の
こ
の
こ
行
っ
て
る
の
は
議
員
さ
ん

ぐ
ら
い
の
も
ん
で
す。

行
っ
た
っ
て
な

ん
に
も
な
り
や
し
ま
せ
ん、

バ
カ
バ
カ

し
い
話
だ
よ、

国
会
謡
員
は
じ
め
地
方

議
員
の
海
外
旅
行
を
全
部
や
め
さ
し

て、

そ
し
て
お
金
を
集
め
て
減
税
し
た

ら
い
い
ん
で
す。

そ
れ
と
食
料
費
で
す

よ
。

北
海
道
庁
と
か
秋
田
県
庁
と
か、

一

年
の
飲
み
食
い
の
費
用
が
二
十
億

円、

三
十
億
円
と
い
う
額
で
す゚

ょ
＜

も
飲
み
食
い
し
た
も
の
だ
。

官
々
接
待

私
は
政
府
の
審
談
会
の
委
員
を
し
て

い
ま
す
が、

こ
れ
ほ
ど
の
緊
縮
財
政
と

ぃ
う
の
に、

大
蔵
省
で
は
各
委
員
に
三

本
ず
つ
赤
鉛
筆
と
黒
い
鉛
筆
の
ま
新
し

い
の
が
毎
回
で
て
く
る
。

そ
ん
な
も
の

は
い
ら
な
い
で
す
よ、

ペ
ン
な
ん
か
皆

持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら、

節
約
し
よ
う

と
思
え
ば
い
く
ら
で
も
節
約
で
き
ま

す゚
昨
年、

外
国
へ

行
っ
た
人
は
千
六
百

七
十
万
人、

入
っ
て
き
た
人
は
三
百
八

十
四
万
人。

こ
れ
は
日
本
は
観
光
地
と

し
て
魅
力
が
な
い
。

な
ぜ
か、

物
価
が

高
い
。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大

設
備

投
資
も

落
ち

込
む

自
動
車、

電
機
ま
で
生
産
調
整
ヘ

も
結
構
で
す
よ、

私
は
そ
こ
ま
で
や
め

ろ
と
は
い
わ
な
い
。

自
治
省
や
建
設
省

の
役
人
が
出
張
し
ま
す
よ、
「
ご
苦
労

さ
ん
で
す
」

と
一

席
を
設
け
る。

懇
談

し
て
お
み
や
げ
を
持
っ
て
帰
ら
す。

私

は
い
ち
い
ち
目
く
じ
ら
を
立
て
る
話
じ

ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す。

と
こ
ろ
が

自
分
た
ち
で
毎
日
飲
み
食
い
し
て、

そ

れ
を
税
金
で
賄
う、

そ
れ
が
二
十
億、

三
十
億
と
い
う
話
を
聞
く
と
本
当
に
呵

然
と
し
ま
す。

だ
か
ら
慶
弔
経
費
な
ん

か
も
っ
と
節
約
で
き
ま
す。

体
五
割
増
し
だ、

と
く
に
ホ
テ
ル
代
な

ん
か
べ
ら
ぼ
う
に
高
い
。

部
屋
の
中
に

あ
る
冷
蔵
廊
の
ビ
ー
ル
は、

こ
の
ホ
テ

ル
は
六
百
円
だ
が、

東
京
の
ア
メ
リ
カ

大
使
館
の
近
く
に
あ
る
某
ホ
テ
ル
は
九

百
円
な
の
で
す。

外
人
が
び
っ
く
り
し

ま
す
よ
。

タ
ク
シ
ー
料
金
も
高
い
、

な

ん
で
も
高
い
、

食
料
も
高
い
、

こ
れ
は

万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
す。

そ
れ
に

阪
神
淡
路
大
震
災
で、

地
震
の
映
像
が

世
界
的
に
き
き
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
。

だ
か

ら
外
国
人
は
日
本
で
は
あ
あ
い
う
地
震

が
毎
日
あ
る
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
。

さ
ら
に
オ
ウ
ム
真
理
教
の
事
件
で

日
本
の
治
安
が
非
常
に
悪
化
し
て
い
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
も
の
で
す
か

ら
外
人
が
来
な
い
。

京
都
な
ど
あ
れ
ほ

ど
の
観
光
地
を
持
ち
な
が
ら
外
国
人
が

ほ
と
ん
ど
こ
な
い
。

千
六
百
七
十
万
人
の
人
が
外
国
で
い

＜
ら
使
っ
て
き
た
が、
一

人
当
た
り
推

計
三
十
五
万
八
千
円
使
っ
て
き
た
ん
で

す。

そ
れ
だ
け
で
六
兆
三
千
億
円、

そ

う
い
う
金
が
外
国
へ
流
れ
て
い
る
ん
で

す。

若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
ク
レ
ジ
ッ
ト、

借
金
で
行
き
ま
す
か
ら
帰
っ
て
く
る
と、

今
度
は
借
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
い
か
ん
か

ら
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
外
へ

行
く
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る。

今
年

は
千
七
百
五
十
万
人
に
達
す
る
そ
う
で

す。

昨
年
実
績
比
四
・

八
％
増
え
る
見

通
し
で
す。

本
来
個
人
消
費
は
す
べ
て

国
内
需
要
だ、

そ
れ
が
国
内
需
要
で
な

く
外
国
へ

行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
で
す゚

設
備
投
資
が
ど
う
も
悪
く
な
っ
て
き

た
。

今
ま
で
設
備
投
資
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
の
が
自
動
車、

電
機
だ
が、

自
動

車
な
ん
か
売
れ
行
き
が
悪
く
て、

も
う

生
産
調
整
が
始
ま
つ
て
い
ま
す。

電
機

も
そ
う
で
す。

今
年
は
特
に
天
候
が
不

順
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
ク
ー
ラ
ー
な

ん
か
も
大
量
に
売
れ
残
っ
た
。

そ
ん
な

関
係
で
生
産
を
落
と
し
始
め
て
い
る、

半
導
体
な
ん
か
も
生
産
過
剰
だ、

設
備

一 67-



投
資
自
身
を
押
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん 。

こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
す
が 、

最
新
の
十
月
の
日
銀

短
観
に
よ
り
ま
す
と 、
九
七
年
度
の
設

備
投
資
は
前
年
比一
・

五
％
の
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す 。
九
六

年
度
は
四
％
増
え
た
の
で
す
が 、

特
に

中
小
企
業
の
設
備
投
資
は
ガ
タ
落
ち
で

あ
り
ま
す 。
こ
れ
も
お
か
し
い
で
し
ょ

う 。
金
利
を
下
げ
た
ら
設
備
投
資
が
増

え
る
と
い
う
の
が 、
い
ま
ま
で
の
筋
書

き
で
し
ょ
う 。
と
こ
ろ
が
金
利
を
下
げ

て
も 、

市
場
最
低
に
な
っ
て
も 、

長
期

金
利
な
ど
世
界
史
に
前
例
が
な
い
ほ
ど

金
利
を
下
げ
た
の
に
投
資
が
起
こ
ら
な

ぃ 。
川
に
連
れ
て
い
っ
て 、

鼻つ
ら
を
捕

ま
え
て 、
さ
ぁ
水
を
飲
め
と
い
っ
て
も
馬

が
水
を
飲
ま
な
い
の
で
す
よ 。
こ
れ
は
重

大
な
問
題
で
す 。
設
備
投
資
と
個
人
消
費

の
海
外
流
出
と
い
う
問
題
が
同
時
に
起
こ

っ
て
い
ま
す 。
こ
れ
は
賃
金
格
差
が
あ
る

か
ら
で
す 。
ま
ぁ
物
の
生
産
と
か 、
そ
う

し
な
い
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
限
度
に
き
て

い
ま
す 。
設
備
投
資
が
回
復
し
な
い
と

国
内
需
要
ど
れ
も
こ
れ
も
牽
引
力
が
な

い
で
す
よ 。
貨
物
輸
送
と
同
じ
と
思
え

ば
い
い
の
で
す 。
機
関
車
が
な
け
れ
ば

車
両
は
動
き
ま
せ
ん
ね 、

今
の
日
本
経

済
に
は
機
関
車
が
不
在
な
の
で
す
よ 。

そ
れ
で
も 、
わ
ず
か
に
列
車
が
動
い

て
い
る
の
は 、

輸
出
だ
け
が
伸
び
て
い

る
か
ら
で
す 。

今
日
本
の
輸
出
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か 、

通
関
統
計
で
み
ま
す

と 、

今
年
の
四
ー

六
月
期
は
昨
年
同
期

に
比
べ
て
一
八
・

一
％
増
え
て
い
ま

す 。
同
じ
時
期
の
輸
入
は
七・
八
％
の

伸
び
に
と
ど
ま
つ
て
い
ま
す 。
八
月
の

最
新
の
数
字
に
よ
り
ま
す
と 、

輸
出
の

伸
び
は一
年
前
よ
り一
四
％
増
え
て
い

ま
す 。
輸
入
は
三
・

五
％
の
伸
び
に
と

ど
ま
つ
て
い
ま
す 。
輸
入
の
伸
び
を
完

全
に
上
回
る
輸
出
の
伸
び
が
つ
づ
い
て

い
ま
す 。
だ
か
ら
黒
字
が
で
て
く
る
わ

け
で
す ゜

輸
出
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
伸
び

て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と ‘
―
つ
は
ア

メ
リ
カ
の
景
気
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で

す 。
日
本
の
輸
出
の
二
七
％
が
ア
メ
リ

カ
ヘ
行
っ
て
い
ま
す 。
ア
メ
リ
カ
の
経

済
は
最
好
調 、
も
う
景
気
が
よ
く
な
っ

て
今
年
で
七
年
目
で
す 。
七
年
間
も
息

の
長
い
好
景
気
が
続
い
て
い
ま
す 。

普

通
な
ら
こ
れ
ほ
ど
好
景
気
が
持
続
し
ま

す
と 、

物
価
が
上
が
る
も
の
で
す
が 、

珍
し
く
物
価
も
安
定
し
て
い
る
の
で
す

よ 。
い
わ
ゆ
る

イ
ン
フ
レ
な
き
安
定
成

長
を
つ
づ
け
て
い
て 、
ま
だ
大
丈
夫
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す 。
こ
の
間 、
ア
メ

リ
カ
議
会
予
算
局
の
経
済
報
告
が
出
ま

し
た 。
（
ア
メ
リ
カ
は
大
統
領
が
予
算

を
つ
く
る
の
で
は
な
く 、

議
会
が
予
算

を
つ
く
る）

来
年一
杯
大
丈
夫
だ
と
太

鼓
判
を
押
し
て
い
ま
す 。
ア
メ
リ
カ
の

景
気
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す ゜

そ
れ
に
円
安
で
す 。
輸
出
採
算
が
好

調
で 、
自
動
車
に
し
て
も
電
機
に
し
て

も
儲
か
り
ま
す 。
国
内
が
駄
目
な
ら
輸

出
に
向
け
よ
う
と
い
う
力
も
働
い
て
い

ま
す 。
為
替
相
場
の
こ
れ
か
ら
の
展
開

を
ひ
と
こ
と
申
し
上
げ
ま
す
と 、
こ
れ

か
ら
も
間
違
い
な
く
円
安
は
続
く
だ
ろ

う
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す 。
そ
の
第

一
は
為
替
相
場
は
も
ろ
も
ろ
の
要
因
で

決
ま
る
わ
け
で
す
が 、
ア
メ
リ
カ
の
景

気
は
日
の
出
の
勢
い 、
日
本
の
景
気
は

う
ん
と
落
ち
込
ん
で 、

言
葉
は
悪
い
の

で
す
が
失
速
寸
前 、
い
つ
墜
落
す
る
か

わ
か
ら
な
い
不
安
定
な
状
態 、
こ
れ
で

円
が
買
わ
れ
る
か 。
円
が
強
く
な
る
条

件
は
な
い
で
す
よ 。

橋
本
内
閣
の
求
心

カ 、
指
導
力
が
ど
う
も
ふ
ら
ふ
ら
し
て

輸
出
だ
け
が
伸
び
て
い
る

円
安
は
間
違
い
な
く
つ
づ
<

い
る 。
行
政
改
革
を
み
て
も 、

橋
本
さ

ん
が
会
長
を
し
て
い
る
行
政
改
革
審
識

会
で
決
め
た
郵
政
三
事
業
の
解
体
な
ん

か 、

自
民
党
党
内
の
猛
反
撃
を
受
け
て

国
営
維
持
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う 。
な

に
や
っ
て
る
の
だ 、

言
っ
て
る
こ
と
と

す
る
こ
と
が
違
う 、

信
用
で
き
な
い 。

こ
れ
は
世
界
中
が
見
て
ま
す
よ 。

橋
本

さ
ん
が
提
唱
し
て
い
る
行
政
を
は
じ
め

い
ろ
ん
な
改
革
が
途
中
で
挫
折
し
た
ら

円
が
大
暴
落
す
る 、
世
界
の
マ
ー

ケ
ッ

卜
で
円
が
売
ら
れ
る
よ 、

そ
の
問
題
が

―
つ
あ
る 。

二
番
目
は
金
利
差 。
公
定
歩
合
で
い

え
ば
日
本
は
0
•

五
％ 、
ア
メ
リ
カ
は

五
％ 、

四
·

五
％
の
差
が
あ
り
ま
す 。

ど
う
し
た
っ
て
金
利
の
高
い
方
に
金
は

動
き
ま
す 。
今
世
界
中
の
金
が
ど
こ
に

集
ま
つ
て
い
る
か 、
全
部
ア
メ
リ
カ
ヘ

行
っ
て
い
ま
す 。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

株
が
高
い 、

安
全
に
し
て
有
利
な
投
資

先
は
ど
こ
か
と
い
う
と
ア
メ
リ
カ
で

す 。
ア
ジ
ア
で
は
タ
イ
に
始
ま
つ
て 、

通
貨
不
安
が
起
き
て
い
ま
す 。
ア
ジ
ア

か
ら
ど
ん
ど
ん
金
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
っ

て
し
ま
う 。
昔
は
日
本
へ
集
ま
っ
た
が 、

今
は
日
本
は
危
険
視
さ
れ
て
い
ま
す ゜

だ
か
ら
円
安
で
す
よ 。
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日
本
版
ビ
ッ
ク
バ
ン
と
い
わ
れ
る
金

融
市
場
の
大
改
革
が
始
ま
り
ま
し
た。

特
に
来
年
四
月
一

日
か
ら
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
と
い
わ
れ
て
改
正
為
替
法
が
施

行
さ
れ
ま
す。

そ
う
す
る
と
ど
う
な
る

か、

す
べ
て
の
国
債
金
融
取
引
を
始
め

す
べ
て
の
資
本
取
引
が
完
全
自
由
化
さ

れ
ま
す。
一

番
端
的
な
の
は、

わ
れ
わ

れ
が
外
国
の
銀
行
に
自
由
に
預
金
口
座

を
開
設
で
き
ま
す。

金
を
外
国
へ
送
金

す
る
の
に
一
々
外
国
為
替
銀
行
を
通
す

必
要
が
な
く
な
り
ま
す。

デ
パ
ー
ト
や

コ
ン
ビ
ニ
で
両
替
が
で
き
ま
す。

両
替

し
な
く
て
も
デ
パ
ー
ト
で
ド
ル
や
ポ
ン

ド
で
買
い
物
が
で
き
ま
す゚

そ
こ
で
な
に
が
起
こ
る
か、

日
本
の

個
人
の
金
融
資
産
が
千
二
百
兆
円
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が、

当
然
こ
の
う
ち
の

か
な
り
の
部
分
が
外
国
へ
逃
げ
て
し
ま

う。

日
本
の
銀
行
は
危
い
銀
行
が
た
＜

さ
ん
あ
る、

潰
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

世
界
的
に
格
付
が
低
い
。

日
本
で
一

番

健
全
経
営
を
や
っ
て
き
て
立
派
な
銀
行

は
東
京
三
菱
銀
行
だ
と
い
わ
れ
ま
す

が、

世
界
的
な
格
付
け
で
い
う
と
上
か

ら
三
番
目
ぐ
ら
い
で
す
か
ら、

ア
メ
リ

カ
や
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
は
ト
リ
プ
ル
A

の
た
＜
さ
ん
い
い
銀
行
が
あ
る。

そ
こ

で
日
本
の
金
持
ち
は
ス
イ
ス
な
ど
の
銀

行
へ
預
け
る、

特
に
ス
イ
ス
の
銀
行
は

絶
対
に
守
秘
義
務
と
い
う
か、

ど
う
い

う
調
査
が
入
っ
て
も
い
わ
な
い
。

日
本

な
ら
皆
い
っ
ち
ゃ
う。

税
務
署
が
税
務

調
査
権
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す゚

私
の
計
算
で
は、

大
体
五
十
兆
円
ぐ

ら
い
の
金
が
外
国
へ
流
れ
ま
す
よ。

外

国
の
超
一

流
の
銀
行
だ
と
か、

証
券
会

社
と
か
が
も
う
元
本
保
証
の
新
し
い
金

融
商
品
を
年
五
％
で
回
り
ま
す、

と
売

り
出
し
た
ら、

定
期
預
金
な
ん
か
年

0
．
二
％
ぐ
ら
い
で
バ
カ
バ
カ
し
い
か

ら
み
ん
な
そ
っ
ち
へ
変
わ
っ
ち
ゃ
い
ま

す。

銀
行
で
投
資
信
託
の
窓
口
販
売
が

で
き
ま
す。

金
融
市
場
は
大
き
＜
変
わ

り
ま
す。

日
本
へ
世
界
の
金
が
入
っ
て

く
る
の
で
は
な
く
、

日
本
か
ら
莫
大
な

金
が
外
国
へ
逃
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す゚

日
本
の
円
が
外
国
へ
逃
げ
て
い
っ
て

円
が
強
く
な
れ
る
か、

な
れ
っ
こ
な
い、

金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
は
為
替
相
場
に
は
円

安
の
影
孵
を
与
え
ま
す。

以
上
の
点
か

間
も
な
く
日
本
版
ビ
ッ
ク
バ
ン

か
な
り
の
金
が
外
国
へ

逃
げ
る

ら
円
安
が
今
後
も
持
続
し
ま
す。

円
高

と
約
四
割
弱、

三
五
ー
三
六
％
し
か
持

な
ん
か
に
戻
り
よ
う
が
な
い
で
す。

輸

っ
て
な
い、

あ
と
の
六
割
以
上
は
内
需

出
は
好
調
が
続
き
ま
す。

し
か
し、

輸

関
連
で
す
か
ら、

や
は
り
輸
出
だ
け
で

出
企
業
は
日
本
の
経
済
全
体
か
ら
み
る

は
景
気
は
も
た
な
い
の
で
す゚

世
の

中
が

急

激
に

悪

化

足
元
を
踏
み
し
め
生
き
残
る
覚
悟
を

以
上
需
要
分
析
を
い
た
し
ま
す
と、

は
マ
イ
ナ
ス
成
長
必
至
な
ん
で
す。

と

こ
れ
が
い
い
と
い
う
需
要
は
ご
ざ
い
ま

い
う
こ
と
は
相
当
ひ
ど
く
な
る、

そ
し

せ
ん。

こ
れ
か
ら
も
景
気
は
さ
ら
に
落

て
こ
の
先
な
に
が
起
こ
る
か
と
い
い
ま

ち
込
む
で
し
ょ
う。

怖
い
の
は、

十
月

す
と、

こ
れ
か
ら
来
年
の
三
月
に
か
け

二
十
日
に
自
民
党
が
新
た
な
臨
時
経
済

て
さ
ら
に
銀
行
倒
産、

ゼ
ネ
コ
ン
倒
産

対
策
と
い
う
不
況
対
策
を
ま
と
め
る
こ

が
起
き
ま
す。

景
況
が
さ
ら
に
マ
イ
ナ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が、

中
味
は
な
い

ス
に
な
る、

私
は
容
易
な
ら
ざ
る
事
態

で
す。

土
地
を
売
っ
た
場
合
の
譲
渡
益

に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す。

ま
だ
皆

課
税
を
軽
減
す
る
と
か
い
っ
て
ま
す

様
方
の
業
種
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
恵
ま

が、

今、

土
地
を
売
っ
た
ら
儲
け
が
出

れ
た
方
だ
と
思
い
ま
す
が、

世
の
中
が

な
い
、

譲
渡
損
が
出
る
ん
で
す
よ。

譲

急
激
に
悪
化
し
て
ま
い
り
ま
す
か
ら、

渡
損
が
出
る
と
き
に、

譲
渡
益
課
税
を

ひ
と
っ
皆
様、

足
元
を
よ
う
＜
踏
み
し

軽
減
す
る
な
ん
て
こ
つ
け
い
な
話
で

め
て、

ど
う
い
う
困
難
が
あ
っ
て
も
生

す。

し
か
し
そ
ん
な
こ
と
し
か
も
う
手

き
残
る
覚
悟
を
き
め
て
い
た
だ
き
た
い

が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る、

こ
の
対

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
て
私
の

策
が
出
た
と
き、

改
め
て
失
望
売
り
が

話
を
終
わ
り
ま
す゚

出
る
の
が
怖
い
で
す。

〔
編
集
部
注〕

十
一

月
に
三
洋
証
券、

大
和
総
研
と
い
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が

北
海
道
拓
殖
銀
行、

山
一

証
券
と
大
手

今
年
度
の
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
O
·

の
倒
産、

自
主
廃
業
が
続
い
た。

株
価

五
％
成
長
に
な
る、

野
村
総
研
の
予
想

は
十
二
月
に
一

五
‘

o
o
0
円
割
れ、

は
今
年
度
の
成
長
率
は
0
•
三
％
に
と

円
は

二
三

円
ま
で
下
落。

十
二
月
の

ど
ま
る
と
見
通
し
て
い
る。

こ
れ
は
な

日
銀
短
観
で
は、

業
況
判
断
が
す
べ
て

に
を
意
味
す
る
か、

ゼ
ロ
成
長
も
し
く

ニ
ケ
タ
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た。
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は

じ

す
で
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
市
場
に
は
、

約
四
万
七
千
（
平
成
七
年
度）

の
業
者

が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
数
は
物
流
二

法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
二
年
度
で
は
約

四
万
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と、

著

し
い
増
加
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ

の
一

方、

輸
送
需
要
は
伸
び
悩
み、

コ

ス
ト
ア
ッ
プ
問
題
が
経
営
を
直
撃
し
て

い
る
。

二
十
一

世
紀
は
目
前
で
あ
る
が、

果
た
し
て
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
に

未
来
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
い
え
ば、

全
員
が
明
る
い

未
来
と
は
い
え
な
い
も
の
の、

市
場
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
成
長
す
る
企

業
は
確
実
に
存
在
す
る
と
い
え
る
。

何

故、

こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
見
通
し
を

も
つ
か
と
い
え
ば、

物
流
市
場
に
お
い

め

に

て
輸
送
需
要
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
も
の

の
、

確
実
に
物
流
需
要
は
多
様
化
・

高

度
化
し
つ
つ
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

但
し、

こ
の
物
流
需
要
を
開
拓
し

う
る
企
業
は、

自
社
の
経
営
を
市
場
の

変
化
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
努
力
を
継
続

す
る
企
業
で
あ
っ
て、

努
力
を
惜
し
む

企
業、

ま
た
守
り
の
体
制
に
入
ろ
う
と

す
る
企
業
に
は
厳
し
い
現
実
が
持
ち
受

一

一

物
流
環
境
の
変
化
||

�

近
年
の
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
を
取

況
を
見
通
し
て
も、

こ
の
厳
し
さ
が
解

り
巻
く
環
境
を
み
る
か
ぎ
り、
一

段
と

消
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
一

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

方
に
お
い
て、

荷
主
企
業
の
物
流
動
向

輸
送
需
要
の
低
迷、

競
争
の
激
化、

コ

に
目
を
や
る
と、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ス
ト
ア
ッ
プ
要
素
の

増
加
等
々
で
あ

ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実

る
。

そ
し
て
今
後
の
我
が
国
の
経
済
状

で
あ
る
。

ヽ

一

け
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

本
稿
は、

大
阪
府
貨
物
運
送
事
業
協

同
組
合
連
合
会
の
三
十
周
年
を
記
念
し

て
投
稿
し
た
も
の
で
あ
り、

著
者
な
り

に
今
日
ま
で
の
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
近
代
化
過
程
を
評
価
し
つ
つ
、
一

方
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
の
大
競
争
時
代

に
向
か
っ
て
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は

何
を
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

い
ま
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
に
と

っ
て
需
要
な
こ
と
は、

直
面
す
る
経
営

圧
迫
要
素
を
解
消
す
る
た
め
の
施
策
を

展
開
す
る
と
と
も
に、

新
た
に
生
ま
れ

て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
取
り
込

む
た
め
の
事
業
改
革
を
進
め
る
こ
と
で

あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は、

先
ず
も
っ

て
物
流
市
場
に
お
い
て
い
か
な
る
変
化

が
生
じ
て
い
る
か
を
整
理
し
て
み
よ

゜

、
つ（

輸
送
需
要
の
低
迷）

近
年
の
輸
送
需
要
の
低
迷
に
は、

漿

気
循
環
的
要
素
よ
り
も
構
造
的
要
素
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
。

つ

ま
り、

企
業
の
海
外
シ
フ
ト
に
伴
う
産

業
の
空
洞
化
現
象
や
国
家
財
政
の
悪
化

に
よ
る
公
共
投
資
の
抑
制、

デ
フ
レ
経

済
下
に
お
け
る
国
内
消
費
需
要
の
冷
え

込
み
等
の
影
評
で
あ
る
。

構
造
的
要
素

流
通
科
学
大
学
教
授

長

峰

太

郎

器
器
翌
器
蕊
蕊
喜
器
器
翌
器
紐
合
混
喜
塁
塁
塁
・玉
喜
翌
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が
大
き
く
影
孵
す
る
輸
送
需
要
の
低
迷

は 、

長
期
的
に
み
て
一

挙
に
解
消
す
る

と
は
思
え
な
い

。

従
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
者
は 、

需
要
は
伸
び
な
い
中
で
も

利
益
を
出
し
う
る
経
営
に
転
換
し
て
い

く
必
要
が
あ
る 。

（
規
制
緩
和
と
競
争
激
化）

需
要
が
低
迷
す
る
中
で
は 、

供
給
過

剰
の
も
と
で
の
価
格
競
争
が
激
化
す

る 。

加
え
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
市
場
の
規

制
緩
和
は
新
規
参
入
者
の
増
加
を
も
た

ら
し 、
一

段
と
厳
し
い
競
争
市
場
を
作

り
あ
げ
る 。

そ
の
結
果 、

大
手
業
者
や

物
流
子
会
社
が
元
請
化
し 、

中
小
・

零

細
業
者
が
下
請
化
す
る
と
い
う
二
極
化

構
造
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る 。

そ
れ
で
も
一

方
に
お
い
て 、

専

門
的
サ
ー
ビ
ス
や
特
徴
あ
る
シ
ス
テ
ム

で
得
意
領
域
を
構
築
す
る
中
堅
・

中
小

業
者
が
成
長
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る 。

す
な
わ
ち
「
差
別
化」

し
え
た
企
業
が

成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る 。

（
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
収
益
悪
化）

売
り
上
げ
が
伸
び
な
い
中
で 、

コ
ス

ト
が
上
昇
す
れ
ば
収
益
が
悪
化
す
る
こ

と
は
自
明
の
理
で
あ
る 。
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
要
素
と
し
て
は 、

労
働
時
間
の
短
縮 、

高
速
道
路
料
金
の
値
上
げ 、

軽
池
引
き

取
り
税
の
継
続
等
が
主
な
も
の
で
あ
る

が 、

将
来
的
に
は
環
境
税
や
混
雑
税
と

い
っ
た
も
の
が
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
向
か

っ
て
く
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う 。

従
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
者
は 、

経
営
管
理
の
強
化
を
図
っ

て
生
産
性
の
向
上
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る 。

（
荷
主
物
流
の
変
化
と
新
規
物
流
ニ
ー

ズ
の
登
場）

荷
主
企
業
で
は 、

リ
ス
ト
ラ
の

二
塚

と
し
て
物
流
管
理
の
強
化
を
図
り 、

物

流
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
進
め
る
一

方 、

物

流
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
売
上
げ
拡
大

や
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
る
仕
組
み
を
構
築

し
始
め
て
い
る 。

そ
れ
が 、

ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
者
に
対
し
て
低
運
賃
を
要
求
す

る
行
動
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が 、

反
面 、

新
た
な
物
流
ニ
ー

ズ

を
発
生
さ
せ
て
い
る 。

た
と
え
ば
輸
送

に
目
を
向
け
れ
ば 、

合
理
的
な
混
載
輸

送
や
共
同
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り 、

物

流
全
休
に
目
を
向
け
れ
ば 、

保
管
・

在

庫
管
理 、

仕
分
け
・

流
通
加
工 、

輸
配

送
を
一

体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す

る
ニ
ー

ズ
で
あ
る 。

ま
た
輸
入
が
増
加

し
て
い
る
も
と
で 、

輸
入
品
の
内
陸
物

流
に
関
す
る
合
理
的
な
物
流
サ
ー
ピ
ス

二
ー

ズ
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
る 。

近

年
の
特
徴
的
な
こ
と
は 、

物
流
の
ア
ウ

ト
ソ
ー

シ
ン
グ
（
外
注
化）

が
進
展
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る 。

荷
主
企
業
に
と

る
と
い
え
る
が 、

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
者
と
い
え
ど
も
こ
れ
ら
を
受
注
す
る

だ
け
の
能
力
を
培
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る 。

っ
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は 、

物
流
固

定
費
の
変
動
黄
化
で
あ
り 、

経
営
の
リ

ス
ト
ラ
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
み
る
と 、

新

規
ニ
ー

ズ
が
多
様
に
登
場
し
て
き
て
い

ー
ニ、

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
取
り
組
み
課
題
」

先
に
ふ
れ
た
環
境
変
化
を
ふ
ま
え
る

ニ
・

＿

現
状
に
お
け
る
改
善

な
ら
ば 、

ま
ず
も
っ
て
経
営
者
は
経
営

ま
ず
は
現
在
の
経
営
を
前
提
と
し
た

に
対
す
る
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と
が

改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る 。

依
然

必
要
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
は
ひ
と
っ
に 、

と
し
て
多
く
の
ム
ダ
や
非
効
率
が
存
在

こ
れ
か
ら
は
大
競
争
時
代
で
あ
り 、

行

す
る
は
ず
で
あ
る 。

政
の
保
設
政
策
の
傘
の
下
に
は
な
く 、

（
経
営
管
理
の
強
化）

自
ら
が
競
争
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

「
管
理」

と
い
う
言
葉
は 、

英
語
で

な
い
と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
で
あ

い
え
ば
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト」

で
あ
る 。

る 。
い
ま
ひ
と
っ
に 、

こ
れ
か
ら
は
売

そ
れ
は
一

定
の
経
営
目
標
に
対
し
て
計

上
げ
至
上
主
義
か
ら
利
益
重
点
主
義
に

画
し 、

実
行
し 、

評
価
し 、

目
標
へ
と

転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

そ
れ
は

邁
進
す
る
行
動
を
い
う 。

と
す
れ
ば 、

輸
送
需
要
が
か
つ
て
の
よ
う
に
伸
び
な

現
在
の
置
か
れ
た
状
況
に
お
い
て
「
経

い 、

ま
た
荷
主
物
流
が
合
理
化
に
よ
っ

営
目
標」

を
設
定
し
て
い
る
か 、

目
標

て
省
輸
送
を
徹
底
し
て
い
る
時
代
だ
か

達
成
の
た
め
に
経
営
の
す
べ
て
の
管
理

ら
で
あ
る 。

さ
ら
に
ひ
と
つ
は 、

ト
ラ

側
面
が
計
画
化
さ
れ
て
い
る
か 、

実
行

ッ
ク
連
送
業
を
物
流
サ
ー
ビ
ス
業
と
位

に
お
い
て
計
画
と
の
ズ
レ
を
評
価
で
き

置
づ
け
る
意
識
の
改
革
が
必
要
で
あ

る
よ
う
計
数
的
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

る 。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ピ
ジ
ネ
ス
チ

か 、

評
価
の
中
か
ら
改
善
点
を
発
見
し

ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る 。

う
る
社
内
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
う
し
た
意
識
改
革
を
前
提
と
し

か 、

な
ど
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る 。

て 、

以
下
で
は
大
競
争
時
代
に
お
け
る

な
お
こ
の
場
合 、

コ
ス
ト

管
理
が
有
効

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
取
り
組
み
課

で
あ
る 。
コ
ス
ト

管
理
と
は 、

コ
ス
ト

題
を
考
え
て
み
よ
う 。

を
管
理
す
る
こ
と
で
は
な
く 、

コ
ス
ト
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で
管
理
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
コ
ス

ト
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
改
善
点
が
み
え
て
く
る
の
で
あ

る 。
（
輸
送
の
効
率
化 、
生
産
性
の
向
上）

ト
ラ
ッ
ク
を
用
い
て
収
入
を
得
て
い

る
現
状
に
お
い
て 、

何
よ
り
も
輸
送
の

効
率
化
は
重
要
で
あ
る 。
こ
の
時
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は 、

何
故

非
効
率
が
生
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
こ
と
で
あ

る 。
こ
こ
で
客
観
的
と
は 、
あ
ま
り
に

現
場
感
覚
に
と
ら
わ
れ
て
現
在
の
非
効

率
を
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
簡
単
に
認

識
す
る
の
で
は
な
く 、
望
ま
し
い
姿
を

頭
に
描
き
な
が
ら
広
く
と
ら
え
直
す
見

方
を
い
う 。
そ
の
意
味
で
は 、

輸
送
の

非
効
率
は
需
要
と
車
両
供
給
力
の
不一

致
で
あ
り 、
そ
の
原
因
は
需
要
が
変
動

的・
偏
在
的・
過
少
で
あ
る
こ
と
と 、

需
要
の
発
生
が
不
確
実
で
先
の
状
況
が

見
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
車
両
の
供
給

力
を
う
ま
く
適
合
で
き
な
い
と
い
う
点

に
あ
る 。
こ
れ
を
是
正
す
る
に
は 、

需

要
を
平
準
化 、

規
則
化・
大
最
化
す
る

工
夫 、
ま
た
需
要
の
事
前
情
報
を
も
と

に
需
要
に
車
両
供
給
力
を
適
合
さ
せ
る

工
夫
が
必
要
で
あ
る 。
と
く
に
後
者
に

お
い
て
業
者
間
の 、
ま
た
荷
主
と
の
情

と
こ
ろ
で
生
産
性
の
向
上
と
は 、

経

営
に
投
入
し
た
「
人」
や
「
設
備」
の

単
位
当
た
り
産
出
高
を
高
め
る
こ
と
を

い
い 、

中
で
も
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
で
は

上
記
の
輸
送
の
効
率
化
が
最
も
重
要
な

施
策
と
な
る 。
た
だ
必
要
な
こ
と
は 、

目
標
と
な
る
生
産
性
指
標
（
ド
ラ
イ
バ

ー
一
人
・

時
当
た
り
あ
る
い
は
車
両一

台
・

時
当
た
り
輸
送
批 、

売
上
げ
高 、

付
加
価
値
高
等）
を
定
め 、

実
禎
と
の

対
比
の
も
と
に
改
善
を
進
め
る
努
力
を

惜
し
ま
な
い
こ
と
で
あ
る 。

（
人
材
の
育
成）

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
と
っ
て 、

「
人
材」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い 。
輸
送
に
目
を
向
け
て
も 、

安
全
か
つ
経
済
的
な
輸
送
が
確
保
で
き

る
か
否
か 、
生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
高
い
輸
送
が
提
供
で
き
る
か
否
か 、

そ
の
多
く
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
中
心
と
す

る
「
人」
に
依
存
し
て
い
る 。
ま
た
経

営
全
体
に
目
を
向
け
て
も 、

優
れ
た
管

理
手
法
を
採
用
で
き
る
か
否
か 、

荷
主

に
提
案
型
営
業
を
で
き
る
か
否
か 、
企

業
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
否
か
な
ど
は
や
は
り
「
人」
で
あ
る 。

こ
こ
で
改
め
て
人
材
育
成
方
法
を
述

べ
る
つ
も
り
は
な
い
が 、
重
要
な
こ
と

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
威
力
を
発
揮
す

る 。

は
「
何
の
た
め
の
人
材
育
成
か」
と
い

う
経
営
の
必
要
性
に
基
づ
く
「
目
的」

を
明
確
に
も
つ
こ
と
で
あ
る 。
漠
然
と

し
た
育
成
ほ
ど
ム
ダ
な
こ
と
は
な
く 、

育
成
さ
れ
る
側
に
も
そ
の
意
識
を
強
烈

に
認
識
さ
せ
る
必
要
が
あ
る 。
ま
た
育

成
に
あ
た
っ
て
は 、

社
内
．

社
外
に
お

け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
も
と
よ
り 、

育
成
さ
れ
る
側
の

「
や
る
気」
の
引
き
出
し
が
重
要
で
あ

る 。
そ
れ
に
は
何
ら
か
の
動
機
づ
け
に

よ
る
「
自
己
充
実
感」
を
も
た
せ
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る 。

現
状
の
経
営
を
前
提
と
し
て
改
善
す

べ
き
こ
と
に
は 、
上
記
以
外
に
も
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
品
質
改
善
へ
の
取
り
組

み 、
運
賃
交
渉
能
力
の
強
化
な
ど
多
く

の
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る 。
い
ず
れ
に

し
て
も 、
ま
ず
は
足
下
の
ム
ダ
や
非
効

率
を
徹
底
的
に
修
正
し
て
い
く
こ
と
が

先
決
で
あ
る 。

ニ
・

ニ

新
た
な
能
力
の
追
加

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に 、
ま
ず
は
現
状

経
営
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
が 、
競

争
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
新
た
な
能
力

を
培
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ 。
以
下
で
は 、

箪
者
が
考
え
る
最
小

限
の
能
力
を
列
挙
し
て
み
よ
う 。

（
提
案
型
営
業）

最
近
「
提
案
型
営
業」
と
い
う
言
葉

を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る 。
こ
れ
は
従
来

の
言
わ
れ
る
ま
ま
の
従
属
的
な
営
業
か

ら
脱
皮
し
て 、

輸
送
お
よ
び
物
流
の
プ

ロ
と
し
て
荷
主
と
の
対
等
な
取
引
へ
と

近
づ
＜
こ
と
を
意
図
し
た
言
葉
で
あ

る 。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て 、

他
社
と
の

差
別
化
や
荷
主
の
信
頼
を
得
ら
れ 、

安

定
的
取
引
の
確
保
な
ら
び
に
新
た
な
業

務
を
開
発
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る 。
た
だ
そ
の
た
め
に
は 、

荷
主
物
流

に
精
通
し 、
改
善
案
を
提
供
で
き
る
能

カ 、
ま
た
そ
れ
に
必
要
な
多
様
な
情
報

を
汲
み
上
げ
る
能
力
を
保
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 。
こ
の
よ
う
な
能
力
は 、

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
い
て
は
一

人
か
二
人
の
人
材
で
確
保
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め 、

社
内
に
営
業
企
画
的

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る 。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
化）

い
ま
や
物
流
の
領
域
に
お
い
て 、

効

率
化・
合
理
化
に
は
情
報
シ
ス
テ
ム
が

主
役
と
な
っ
て
い
る 。
確
か
に 、

事
務

処
理
の
合
理
化
や
経
営
管
理
の
強
化
に

威
力
を
発
揮
す
る
ほ
ど
に
ハ
ー
ド

や
ソ

フ
ト

が
充
実
し
て
き
た 。
し
か
し
今
日

で
は
輸
送
の
効
率
化
や
荷
主
物
流
へ
の

深
度
化 、
さ
ら
に
経
営
の
戦
略
化
に
は

欠
か
せ
な
い
武
器
に
な
り
つ
つ
あ
る 。

と
こ
ろ
で
「
う
ち
は
経
営
規
模
が
小
さ

い
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
禅
入
は
採
算

ー 72-































私たちは皆様方のお役に

立ちたいと考えています！

:····························································································: 

［大貨協連経済事業協力会l
·····························································································:

（順不同）

働く人の未来を保障します。 東邦生命保 険相互会 社

万が一の事故を補償します。 東洋火災海上保険株式会社

新造高速船で南九州がぐんとお近くに！ 株式会社マリンエキスプレス

北九州 新門司へ毎日2 便でご案内します。 株式会社名門大洋フエリ ー

北海道 小樽へ海の超特急でご案内します。 新日本海フエリ ー 株式会社

安全なご旅行をお祈り致します。 四国開発フエリ ー 株式会社

南国高知ヘー直線でご案内します。 大阪高知特急フエリー 株式会社

岡山 宇野～四国 高松を一直線でご案内します。
津 国 汽船 株 式 会 社

日本通運株式会社宇野海運支店

四国 小松島（徳島）へ毎日12便でご案内します。 南海 フ エ リ 一 株 式 会 社

作業服は会社のイメ ー ジを作ります。 関西ユニホ ー ム株式会社

夕コ ・ チャ ー ト紙は安全運行を確認します。 株式会社ティ ・ アイ ・ ディ

デジタルMCAで新通信プランをご提案します。 株式会社 新 光 社

大型反射板は交通安全の必需品です。 株式会社 “ 居 本 産 業

JWSは万が一の車両故障を支援します。 ジャパンレッキングサー ビス協同組合

総会 研修会等の快適なご旅行を企画します。 株式会社日本旅行大阪南支店
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